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だいがくのたから

『
志し

無ん

也や

久く

世ぜ

無ん

志し

與よ

』
│
日
本
語
で
最
初
に
刊
行
さ
れ
た
新
約
聖
書
全
訳

　
『
志し

無ん

也や

久く

世ぜ

無ん

志し

與よ

』
は
、
米
国･

バ
プ
テ
ス
ト
の
宣
教
師
ネ
イ
サ
ン･

ブ
ラ
ウ
ン
（
１
８
０
７
〜

１
８
８
６
）
に
よ
っ
て
、
日
本
語
で
最
初
に
刊
行
さ
れ
た
新
約
聖
書
全
訳
で
あ
る
。
関
東
学
院
大
学
の
図

書
館
が
長
年
収
集
し
て
き
た
古
今
東
西
の
聖
書
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
１
冊
だ
。

　

ブ
ラ
ウ
ン
は
、
ニ
ュ
ー
ト
ン
神
学
大
学
院
で
宣
教
師
に
な
る
た
め
の
準
備
教
育
を
受
け
た
後
、
ま
ず

１
８
３
３
年
に
ビ
ル
マ
に
派
遣
さ
れ
、
１
８
３
５
年
に
は
イ
ン
ド
北
東
部
の
ア
ッ
サ
ム
で
も
宣
教
に
取
り

組
む
。

　

そ
の
後
、
日
本
で
の
宣
教
を
志
願
し
た
ブ
ラ
ウ
ン
は
、
１
８
７
３
年
に
来
日
。
65
歳
の
高
齢
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
横
浜
で
活
発
に
活
動
す
る
。
横
浜
で
は
ヘ
ボ
ン
ら
に
よ
る
聖
書
翻
訳
委
員
会
が
結
成
さ
れ
て
い

て
、
ブ
ラ
ウ
ン
も
こ
の
活
動
に
参
加
す
る
も
の
の
、
訳
語
や
翻
訳
の
方
針
が
一
致
せ
ず
、
独
自
の
聖
書
翻

訳
に
没
頭
。
自
宅
に
印
刷
所
を
設
け
、「
マ
ル
コ
に
よ
る
福
音
書
」「
マ
タ
イ
に
よ
る
福
音
書
」
な
ど
を
発

刊
し
た
。
こ
れ
ら
の
積
み
重
ね
も
あ
っ
て
、
１
８
７
９
年
８
月
に
新
訳
聖
書
の
全
訳
を
完
成
さ
せ
、
世
に

送
り
出
し
た
。

　

ブ
ラ
ウ
ン
が
こ
だ
わ
っ
た
の
は
、
英
語
訳
聖
書
で
は
な
く
、
新
約
聖
書
の
原
典
で
あ
る
ギ
リ
シ
ャ
語
聖

書
を
翻
訳
す
る
こ
と
に
よ
り
、
本
来
の
意
味
に
忠
実
で
あ
る
こ
と
と
、
一
般
の
人
々
に
読
み
や
す
い
平
易

な
日
本
語
に
訳
出
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。

　

関
東
学
院
の
第
一
の
源
流
で
あ
る
横
浜
バ
プ
テ
ス
ト
神
学
校
は
、
１
８
８
４
年
10
月
の
創
立
。
同
年
４

月
に
ブ
ラ
ウ
ン
宅
で
開
か
れ
た
米
国･

バ
プ
テ
ス
ト･

ミ
ッ
シ
ョ
ン
の
会
議
で
、
彼
を
父
の
よ
う
に
敬
愛

し
た
ア
ル
バ
ー
ト･

Ａ･

ベ
ン
ネ
ッ
ト
（
横
浜
バ
プ
テ
ス
ト
神
学
校
初
代
校
長
）
が
神
学
校
設
立
を
提
案

し
、
満
場
一
致
で
可
決
さ
れ
た
。
ブ
ラ
ウ
ン
自
身
は
新
約
聖
書
の
さ
ら
な
る
改
訳
と
横
浜
第
一
浸
礼
教
会

（
現
在
の
日
本
バ
プ
テ
ス
ト
横
浜
教
会
）
の
初
代
牧
師
と
し
て
宣
教
活
動
に
専
念
す
る
た
め
、
教
育
に
直
接

は
携
わ
ら
な
か
っ
た
も
の
の
、
宣
教
師
の
代
表
と
し
て
学
校
の
設
立
と
継
続
を
支
援
し
た
と
い
う
。

　

現
在
、
横
浜
山
手
の
外
国
人
墓
地
に
あ
る
彼
の
墓
碑
に
は
「
神
よ
、
日
本
人
を
祝
し
た
ま
え
（G

od 
bless the Japanese

）」
と
刻
ま
れ
て
い
る
。

関東学院大学
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だ
い
が
く
の
た
か
ら 

関
東
学
院
大
学

表
紙・

大
学
点
描 

大
谷
大
学

巻
頭
言 

Ｂ
ｅ 

Ｒ
ｅ
ａ
ｌ 

寄
り
そ
う
知
性�

木
越　
康

数
と
種
類
が
多
様
化
す
る
日
本
の
大
学
の
行
方�

Oussouby SACKO

10

座
談
会 �

地
方
自
治
体
と
大
学
の
就
職
に
関
す
る
協
定
締
結
に
よ
る
地
域
活
性
化
へ
の
期
待 

�

佐
々
木
宏
／
水
島
久
光
／
清
水
克
弥
／
青
木　
隆
／（
司
会
）
音　
好
宏

16

特
集
　
大
学
は
自
然
災
害
と
ど
う
向
き
合
う
か 

32

大
学
は
自
然
災
害
と
ど
う
向
き
合
う
か
―
関
西
大
学
の
取
り
組
み
の
紹
介
を
兼
ね
て

―�

安
部
誠
治

34

西
日
本
豪
雨
災
害
へ
の
対
応
に
つ
い
て�

本
廣
賢
吾

42

自
然
災
害
へ
の
備
え
～
平
成
28
年
（
２
０
１
６
年
）
熊
本
地
震
の
教
訓
～�

井
上
博
司

46

大
学
生
機
能
別
消
防
団
結
成
を
人
材
育
成
へ�

白
幡　
晶

52

地
域・

行
政・
大
学・
大
学
病
院
に
よ
る
合
同
防
災
訓
練
―
現
状
と
課
題

―�

菊
地
光
男

58

自
然
災
害
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
―
相
互
連
携
に
よ
る
防
災
活
動
で
学
生
の
成
長
を
促
す

―�

八
田
浩
康

66

ず
い
そ
う 

分
岐
点�

貫　
正
義

72

小
特
集
　
魅
力
あ
る
大
学
院
を
ど
う
つ
く
る
か 

74

多
様
性
へ
の
長
期
的
投
資
の
果
実
―
上
智
大
学
大
学
院
グ
ロ
ー
バ
ル
社
会
専
攻�

JAM
ES FARRER

76

社
会
の
た
め
の
科
学
技
術
を
目
指
し
て�

児
玉
耕
太

82

現
代
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
と
日
本
文
化
の
融
合�

濱
田
勝
宏

86

ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ・

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
育
成
へ
―
創
造
的
思
考
力
の
社
会
化
に
チ
ャ
レ
ン
ジ�

長
澤
忠
徳

88
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知
ら
れ
て
い
な
い
消
費
税
―
驚
が
く
の
事
実

―�

岡
原
宏
一

92

『
第
15
回
学
生
生
活
実
態
調
査
』
か
ら
読
み
解
く
現
代
学
生
像�

北
條
英
勝

96

私
の
授
業
実
践
─
教
育
現
場
の
最
前
線
か
ら

も
の
づ
く
り
の
楽
し
さ
を
伝
え
る�

南
部
紘
一
郎

104

明
日
へ
の
試
み

跡
見
学
園
女
子
大
学
心
理
学
部

公
認
心
理
師
（
国
家
資
格
）
養
成
元
年�

野
島
一
彦

106

わ
が
大
学
史
の
一
場
面
─
日
本
の
近
代
化
と
大
学
の
歴
史

創
立
１
０
０
周
年
に
向
け
て
～
グ
ロ
ー
バ
ル
化
展
開
へ
の
礎
～・

芝
浦
工
業
大
学�

早
乙
女
徹

110

加
盟
校
の
幸
福
度
ラ
ン
キ
ン
グ
ア
ッ
プ
《
保
育
所
（
託
児
室
）
編
》

事
業
所
内
保
育
所
（
託
児
室
）
の
ご
紹
介・

上
智
学
院�

土
持
和
久

116

託
児
所
の
設
置
と
子
育
て
支
援・

共
立
女
子
学
園�

川
久
保
清

118

ワ
ー
ク・

ラ
イ
フ・

バ
ラ
ン
ス
の
実
現
を
目
指
し
て・

創
価
大
学�

島
田　
勉

120

ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ・

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

株
式
会
社 

石
村
萬
盛
堂
　
専
務
　
石
村
一
枝
さ
ん
に
聞
く�

（
聞
き
手
）
脇
浜
紀
子

122

新
会
員
代
表
者
紹
介

名
古
屋
学
院
大
学

130

執
筆
者・

出
席
者
の
ご
紹
介・

131
　
　
連
盟
ニ
ュ
ー
ス・
133
　
　
編
集
後
記・

134�

〈
カ
ッ
ト
〉
熊
谷
有
子



　2018年４月にグランドオープンした新教室棟「慶
聞館」は、誰にとっても使いやすい「ユニバーサル
デザイン」を念頭に、館内各所に自然エネルギーを
活用するなど、環境や省エネに配慮しています。
　１階中央部には、学生ロビー「ミナイール ・ プ 
ラザ」を配置し、学生のさまざまな学びや活動をサ
ポートする多目的スペースとして利用できます。 
その周囲には、学生支援部事務室（学生支援課 ・ 教
務課 ・ キャリアセンター）をはじめ、学習支援室

（ LEARNING SQUARE ）、 語 学 学 習 支 援 室
（GLOBAL SQUARE）、文藝塾などの学生生活をサ
ポートするセンターやカフェを設置しています。ま
た、２～５階には、ガラス張りの明るく開放的な教
室が並び、情報系教室や教員の個人研究室も配置し
ています。学生が自由に利用できるマルチスペース

（マルチ ・ サブゼミ ・ コモン）なども多数備えてお
り、学びに応じてさまざまな使い分けが可能です。

〈表紙写真〉

2018年４月グランドオープンの新教室棟 
「慶

きょう

聞
もん

館
かん

」（中央）（大谷大学）











　

大
谷
大
学
は
２
０
１
８
年
４
月
に
、
文
学
部
に
加
え
社
会

学
部
、
教
育
学
部
を
新
設
し
、
３
学
部
体
制
が
ス
タ
ー
ト
。

新
体
制
に
合
わ
せ
て
、
大
学
を
象
徴
す
る
メ
ッ
セ
ー
ジ 

「
Ｂ
ｅ 

Ｒ
ｅ
ａ
ｌ 

寄
り
そ
う
知
性
」
を
発
表
し
た
。

　
「
Ｒ
ｅ
ａ
ｌ
」
に
は
、
目
の
前
の
「
現
実
」
と
、
仏
教
で
い

う
「
真
実
」
の
二
つ
の
意
味
を
込
め
、
真
実
を
求
め
な
が
ら

現
実
に
向
き
合
う
姿
勢
を
表
し
て
い
る
。
そ
し
て
「
寄
り
そ

う
知
性
」。
こ
れ
は
仏
教
の
「
慈
悲
」
を
意
味
す
る
が
、「
Ｂ
ｅ　

Ｒ
ｅ
ａ
ｌ
」
の
学
び
の
先
に
あ
る
〈
真
の
知
性
〉
を
表
す
。

　

学
生
諸
君
に
は
、
あ
る
べ
き
人
間
と
社
会
と
を
創
造
し
て

い
く
人
に
成
長
し
て
ほ
し
い
と
願
っ
て
い
る
。

Ｂ
ｅ 

Ｒ
ｅ
ａ
ｌ 

寄
り
そ
う
知
性

木
越 

康
●
大
谷
大
学
学
長
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は
じ
め
に

　

私
が
学
長
に
着
任
し
た
の
は
２
０
１
８
年
４
月
の
こ
と
で

あ
る
。
着
任
以
降
、
他
大
学
の
学
長
と
一
緒
に
出
席
し
て
い

る
会
議
を
通
じ
て
日
本
の
大
学
が
直
面
し
て
い
る
さ
ま
ざ
ま

な
問
題
を
知
り
、
ま
た
大
学
変
革
を
求
め
る
文
部
科
学
省
を

は
じ
め
と
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
機
関
の
文
書
に
も
多
く
目
を
通

す
こ
と
に
な
っ
た
。
大
学
経
営
の
観
点
か
ら
見
て
も
、
多
く

の
大
学
と
受
験
産
業
界
が
最
も
気
に
し
て
い
る
の
は
学
生
数

の
確
保
や
卒
業
時
の
就
職
率
の
問
題
で
あ
る
。
い
く
つ
か
の

会
議
に
出
席
す
る
た
び
に
18
歳
人
口
の
減
少
が
話
題
に
上
が

り
、
と
き
に
は
私
だ
け
が
見
当
違
い
を
し
て
い
る
の
か
と
思

わ
れ
る
ほ
ど
で
あ
る
。
む
し
ろ
私
に
と
っ
て
気
に
な
る
の
は
、

数
百
年
後
の
世
界
を
見
据
え
た
と
き
に
、
な
お
大
学
進
学
が

必
要
と
さ
れ
る
の
か
、
あ
る
い
は
社
会
に
お
け
る
大
学
の
役

割
そ
の
も
の
が
変
わ
る
べ
き
な
の
か
と
い
っ
た
こ
と
だ
か
ら

で
あ
る
。

　

日
本
の
大
学
教
育
を
み
る
と
、
知
性
を
重
ん
じ
る
欧
州
の

大
学
を
モ
デ
ル
に
し
て
い
る
よ
う
に
も
み
え
る
が
、
教
育
の

内
容
と
管
理
に
つ
い
て
の
み
い
え
ば
、
米
国
の
大
学
に
似
通
っ

た
部
分
が
多
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
古
代
か
ら
周
辺
文
明
の

影
響
を
受
け
た
日
本
の
教
育
は
、
絶
え
ず
外
国
を
意
識
し
な

が
ら
も
独
自
性
を
育
ん
だ
時
代
も
あ
っ
た
。
身
分
制
度
に
よ

る
教
育
格
差
の
中
で
も
庶
民
を
対
象
と
し
た
寺
子
屋
が
充
実

し
て
い
た
よ
う
に
、
日
本
は
独
自
の
教
育
哲
学
を
形
成
し
、

そ
れ
が
今
日
の
教
育
の
方
向
性
へ
と
結
実
し
て
い
っ
た
と
考

え
ら
れ
る
。
明
治
初
期
に
制
定
さ
れ
た
学
制
に
基
づ
い
て
大

学
が
設
置
さ
れ
て
か
ら
は
、
近
代
国
家
の
建
設
を
目
標
と
し

て
、
国
民
の
教
育
方
針
が
国
家
の
管
理
下
に
置
か
れ
る
こ
と

と
な
っ
た
。
以
降
、
社
会
変
動
を
反
映
し
て
教
育
内
容
も
ま

O
ussouby SA

CK
O

●
京
都
精
華
大
学
学
長

数
と
種
類
が
多
様
化
す
る
日
本
の
大
学
の
行
方

102018.11　大学時報



た
変
化
を
続
け
る
と
と
も
に
、
一
方
で
は
個
人
が
教
育
を
受

け
る
権
利
を
保
証
し
つ
つ
も
、
他
方
で
は
知
性
を
重
ん
じ
る

こ
と
が
中
核
に
置
か
れ
て
い
な
い
大
学
も
増
え
て
き
た
よ
う

に
思
わ
れ
る
。
国
外
の
さ
ま
ざ
ま
な
大
学
を
見
渡
し
た
と
き
、

そ
う
し
た
思
い
は
ま
す
ま
す
強
く
な
り
、
次
第
に
大
学
の
あ

り
方
に
つ
い
て
考
え
る
機
会
が
増
え
て
い
っ
た
。

　

そ
も
そ
も
、
教
育
の
権
利
と
は
よ
く
耳
に
す
る
言
葉
で
は

あ
る
が
、
そ
の
教
育
と
は
何
な
の
か
と
い
う
議
論
は
あ
ま
り

さ
れ
て
い
な
い
の
で
は
な
い
か
。
教
育
の
目
的
の
一
つ
は
、

個
々
の
人
材
が
人
間
社
会
の
中
で
生
存
で
き
る
よ
う
に
、
同

時
に
そ
れ
ら
の
人
材
が
社
会
の
一
員
と
し
て
期
待
さ
れ
る
役

割
を
果
た
せ
る
よ
う
に
、
社
会
が
決
定
し
た
体
系
的
な
方
法

で
育
成
す
る
こ
と
に
あ
る
。
つ
ま
り
、
本
当
の
意
味
で
「
教

育
の
権
利
」
を
保
証
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
ど
う
い
っ
た
教
育

を
受
け
た
い
の
か
を
個
々
が
選
択
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と

が
肝
要
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
教
育
全
体
の
枠
組
み
は

既
に
社
会
や
国
家
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

こ
れ
ま
で
も
、
教
育
内
容
は
社
会
が
ど
の
よ
う
な
人
材
を

求
め
て
い
る
か
に
応
じ
て
整
備
さ
れ
て
き
た
。
エ
ミ
ー
ル・

デ
ュ
ル
ケ
ー
ム
は
、『
社
会
学
的
方
法
の
諸
ル
ー
ル
』（
１
８

９
５
）
に
お
い
て
社
会
や
道
徳
を
語
る
中
で
、
子
ど
も
の
教

育
に
も
言
及
し
て
い
る
。
デ
ュ
ル
ケ
ー
ム
に
よ
れ
ば
、
教
育

を
通
じ
て
子
ど
も
は
自
発
的
に
社
会
の
諸
ル
ー
ル
を
学
習
す

る
と
い
う
よ
り
も
、
む
し
ろ
教
育
は
社
会
の
諸
ル
ー
ル
を
子

ど
も
た
ち
に
押
し
つ
け
て
い
る
。
教
育
全
般
に
わ
た
っ
て
、

ど
の
よ
う
に
見
て
、
感
じ
て
、
行
動
す
べ
き
か
が
子
ど
も
た

ち
に
教
え
込
ま
れ
、
人
生
の
最
初
の
瞬
間
か
ら
定
期
的
に
食

べ
る
こ
と
、
飲
む
こ
と
、
眠
る
こ
と
が
強
制
さ
れ
る
こ
と
は

明
ら
か
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
し
て
、
人
間
は
社
会
の
中
で

生
き
て
い
く
た
め
の
道
徳
を
身
に
付
け
、
社
会
か
ら
期
待
さ

れ
る
役
割
を
担
お
う
と
す
る

―
と
。

　

教
育
の
権
利
と
選
択
が
社
会
に
お
い
て
広
く
、
か
つ
当
然

の
こ
と
と
認
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
今
日
、
子
ど
も
が
ど

の
よ
う
に
教
育
さ
れ
、
ど
の
よ
う
な
道
を
歩
む
の
か
を
今
一

度
、
考
え
直
す
必
要
が
あ
る
。
国
や
社
会
の
限
ら
れ
た
枠
が

意
味
を
失
っ
て
い
く
グ
ロ
ー
バ
ル
化
し
た
時
代
に
あ
っ
て
は
、

こ
れ
ま
で
の
フ
レ
ー
ム
化
さ
れ
た
教
育
を
超
え
て
個
々
の
教

育
の
権
利
を
保
障
す
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

１　
私
の
経
験
か
ら 

　

―
エ
リ
ー
ト
教
育
か
ら
の
脱
出

　

私
は
西
ア
フ
リ
カ
、
元
フ
ラ
ン
ス
植
民
地
で
あ
る
マ
リ
共
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和
国
（
以
下
、
マ
リ
）
で
生
ま
れ
、
高
校
卒
業
ま
で
の
期
間

を
マ
リ
で
過
ご
し
た
。
マ
リ
の
教
育
課
程
は
フ
ラ
ン
ス
の
影

響
が
大
き
く
、
と
き
に
ア
ン
グ
ロ
サ
ク
ソ
ン
型
の
教
育
と
は

真
逆
の
こ
と
も
あ
る
。
ア
ン
グ
ロ
サ
ク
ソ
ン
型
の
教
育
で
は
、

子
ど
も
は
幼
い
頃
か
ら
行
動
を
制
限
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
自

主
性
や
感
受
性
を
高
め
る
た
め
に
整
え
ら
れ
た
環
境
で
さ
ま

ざ
ま
な
リ
ソ
ー
ス
が
提
供
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
自
分
自
身

が
進
み
た
い
進
路
を
選
択
し
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。

そ
の
過
程
で
は
、
子
ど
も
と
学
校
教
員
と
の
関
係
、
社
会
と

の
関
係
も
大
人
同
士
の
も
の
と
等
し
く
、
ま
た
幸
福
と
成
功

を
混
同
し
な
い
よ
う
教
え
ら
れ
る
。
一
方
、
私
が
育
っ
た
フ

ラ
ン
ス
型
の
教
育
で
は
、
家
庭
と
同
様
に
学
校
で
も
道
徳
が

教
え
込
ま
れ
、
他
者
と
の
関
係
、
社
会
と
の
関
係
は
教
育
を

通
し
て
身
に
付
け
て
い
く
も
の
と
み
な
さ
れ
て
い
る
。

　

私
は
幼
い
頃
か
ら
、
理
系
志
向
で
あ
り
な
が
ら
読
書
が
好

き
で
、
読
む
本
に
も
特
に
系
統
が
な
く
、
そ
れ
こ
そ
手
当
た

り
次
第
で
あ
っ
た
。
学
校
と
家
庭
や
地
域
の
教
育
が
き
わ
め

て
現
実
的
で
、
し
か
も
そ
の
中
で
期
待
さ
れ
た
役
割
が
要
求

さ
れ
る
一
方
で
、
本
の
世
界
は
私
が
唯
一
夢
を
見
ら
れ
る
場

所
だ
っ
た
。
小
説
で
あ
れ
ば
、
推
理
小
説
、
歴
史
小
説
、
ア

フ
リ
カ
文
学
、
哲
学
書
な
ど
。
自
分
で
選
ん
だ
本
が
ほ
と
ん

ど
だ
っ
た
た
め
充
実
感
を
得
る
こ
と
が
多
く
、
本
を
読
め
ば

読
む
ほ
ど
好
奇
心
も
ま
す
ま
す
旺
盛
に
な
っ
て
い
っ
た
。
本

の
世
界
を
現
実
世
界
と
リ
ン
ク
さ
せ
よ
う
と
は
考
え
た
こ
と

も
な
か
っ
た
。
で
き
る
だ
け
現
実
的
な
フ
ラ
ン
ス
型
教
育
か

ら
逃
避
し
、
ル
ー
ル
も
な
く
、
終
わ
り
も
始
ま
り
も
な
い
世

界
と
触
れ
合
う
こ
と
に
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

一
方
、
学
校
の
教
育
は
、
特
に
発
展
途
上
国
に
お
い
て
は
、

国
の
将
来
を
背
負
う
身
の
ふ
り
方
、
そ
の
た
め
に
必
要
な
知

識
の
蓄
え
方
や
使
い
方
な
ど
、
い
わ
ゆ
る
エ
リ
ー
ト
教
育
が

軸
に
な
っ
て
い
た
。
教
育
の
目
的
は
公
的
人
間
の
育
成
、
あ

る
い
は
社
会
性
を
備
え
た
人
間
を
育
て
る
こ
と
に
あ
っ
た
。

そ
こ
に
は
人
間
が
本
来
持
つ
べ
き
創
造
性
は
な
く
、
人
間
の

身
体
だ
け
で
な
く
精
神
ま
で
が
社
会
に
よ
っ
て
整
え
ら
れ
て

い
く
傾
向
に
あ
る
。
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
一
員
と
し
て
与
え
ら

れ
た
役
割
を
果
た
す
こ
と
の
で
き
る
人
材
に
な
る
た
め
の
職

業
訓
練
の
よ
う
な
教
育
だ
っ
た
。
こ
う
し
た
教
育
で
は
、
社

会
に
お
け
る
自
分
の
地
位
や
、
社
会
が
想
定
す
る
人
間
像
と

人
間
性
を
自
覚
す
る
た
め
の
通
過
儀
礼
と
し
て
の
側
面
が
主

軸
に
な
ら
ざ
る
を
え
な
い
。

　

今
日
の
日
本
の
義
務
教
育
は
、
こ
の
創
造
性
を
欠
い
た
現

実
的
な
教
育
が
多
く
を
占
め
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
。
他
方
、
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大
学
で
は
ほ
ど
よ
い
自
由
が
認
め
ら
れ
、
管
理
が
軸
に
あ
り

な
が
ら
も
学
生
の
主
体
性
が
認
め
ら
れ
る
場
所
と
な
っ
て
い

る
。
学
生
は
自
由
時
間
を
多
く
持
ち
、
情
報
を
自
分
で
選
択

し
つ
つ
知
識
を
蓄
え
、
自
由
に
行
動
で
き
る
か
ら
で
あ
る
。

こ
の
自
由
な
時
間
の
位
置
付
け
は
さ
ま
ざ
ま
な
文
化
圏
で
異

な
っ
て
い
る
。
先
述
の
ア
ン
グ
ロ
サ
ク
ソ
ン
型
教
育
で
は
、

暗
記
よ
り
も
経
験
に
よ
っ
て
情
報
を
手
に
入
れ
、
そ
の
情
報

を
各
人
で
知
識
化
し
て
い
く
こ
と
が
重
視
さ
れ
る
。
そ
う
し

た
教
育
の
基
礎
と
な
る
の
は
、
ギ
リ
シ
ャ
の
ポ
リ
ス
の
教
育

を
起
源
と
す
る
リ
ベ
ラ
ル
ア
ー
ツ
の
精
神
と
共
通
す
る
も
の

で
あ
る
。
他
方
、
私
が
受
け
て
き
た
エ
リ
ー
ト
教
育
を
基
本

と
す
る
教
育
で
は
、
理
想
的
な
社
会
を
形
成
す
る
た
め
に
一

部
の
人
々
に
限
ら
れ
た
知
識
し
か
提
供
さ
れ
て
い
な
い
よ
う

な
気
が
し
た
も
の
で
あ
る
。

　

さ
て
、
エ
リ
ー
ト
教
育
を
否
定
し
な
が
ら
も
ア
ン
グ
ロ
サ

ク
ソ
ン
型
で
も
な
い
日
本
の
教
育
は
、
ど
こ
に
向
か
お
う
と

し
て
い
る
の
か
。
こ
の
疑
問
が
昨
今
、
よ
く
自
分
の
中
で
湧

い
て
く
る
よ
う
に
な
っ
た
。
リ
ベ
ラ
ー
ル
ア
ー
ツ
の
伝
統
を

引
き
継
い
で
自
由
に
考
え
る
こ
と
を
重
視
す
る
大
学
と
、
社

会
が
求
め
る
専
門
的
な
ス
キ
ル
を
修
得
さ
せ
よ
う
と
す
る
就

労
教
育
的
な
大
学
と
の
融
合
の
可
能
性
を
探
る
必
要
が
あ
る

の
だ
ろ
う
か
。
こ
の
根
本
的
な
問
い
に
対
す
る
答
え
を
私
自

身
も
持
ち
合
わ
せ
て
は
い
な
い
。
そ
も
そ
も
大
学
と
は
何
な

の
か
が
、
今
や
見
失
わ
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。

２　
大
学
生
活
と
教
育
の
区
別
化 

　

―
大
学
の
い
ら
な
い
社
会
構
造

　

日
本
で
は
、
大
学
は
教
育
の
過
程
の
中
に
あ
る
ス
テ
ー
ジ

の
一
つ
と
み
な
さ
れ
て
い
る
。
大
学
に
進
学
す
べ
き
と
考
え

る
人
は
多
い
も
の
の
、
多
く
の
若
者
は
何
を
求
め
て
進
学
す

る
の
か
、
大
学
と
は
何
を
す
べ
き
と
こ
ろ
な
の
か
を
理
解
し

な
い
ま
ま
進
学
し
て
し
ま
う
。
唯
一
の
、
そ
し
て
日
本
の
社

会
構
造
の
現
実
を
考
え
る
な
ら
仕
方
の
な
い
言
い
訳
が
、
大

卒
だ
と
就
職
に
有
利
だ
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
学
生
と
の
会

話
で
も
、
よ
く
耳
に
す
る
。

　

こ
う
し
た
風
潮
は
大
学
の
規
模
や
偏
差
値
と
は
関
係
な
く
、

ど
こ
の
大
学
に
も
存
在
し
て
い
る
現
実
で
あ
る
。
大
学
と
し

て
も
、
入
学
し
て
く
る
学
生
に
何
ら
か
の
目
的
意
識
を
与
え

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
、
そ
も
そ
も
大
学
と
は
ど
の
よ
う

な
場
所
な
の
か
を
新
入
生
に
説
明
し
始
め
る
わ
け
で
あ
る
。

そ
し
て
、
こ
の
時
点
で
、
個
々
が
自
由
に
思
考
し
、
行
動
す

る
と
い
う
選
択
肢
は
奪
わ
れ
て
し
ま
う
の
だ
。
さ
ら
に
は
４
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年
間
の
「
充
実
」
し
た
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
設
定
し
た
と
こ
ろ

で
、
ほ
と
ん
ど
の
道
筋
は
引
か
れ
て
し
ま
う
の
で
あ
る
。
結

果
的
に
、
自
分
で
自
由
に
も
の
を
考
え
行
動
す
る
と
い
う
こ

と
は
大
学
の
次
の
ス
テ
ー
ジ
に
先
送
り
さ
れ
て
し
ま
い
、
若

者
の
成
長
を
遅
ら
せ
て
し
ま
う
こ
と
に
な
る
。
も
ち
ろ
ん
、

大
学
の
次
の
ス
テ
ー
ジ
で
も
同
じ
先
送
り
が
待
っ
て
い
る
。

　

大
学
は
高
校
の
延
長
で
も
就
職
の
前
段
階
で
も
な
い
こ
と

を
理
解
す
る
必
要
が
あ
る
。
大
学
は
、
個
々
が
自
由
に
経
験

と
知
識
を
獲
得
す
る
た
め
に
設
け
ら
れ
た
場
所
で
あ
り
、
本

人
が
納
得
す
る
ま
で
そ
こ
に
い
さ
せ
て
あ
げ
る
べ
き
で
あ
る
。

日
本
社
会
に
お
け
る
大
学
の
位
置
付
け
は
、
大
学
の
存
在
意

義
を
狭
め
て
し
ま
っ
て
い
る
。

　

繰
り
返
し
て
言
え
ば
、
大
学
と
は
経
験
と
知
識
を
自
由
に

獲
得
す
る
場
所
で
あ
り
、
そ
こ
を
出
発
点
と
し
て
、
個
々
の

学
生
が
ど
の
よ
う
な
人
生
を
歩
み
た
い
か
考
え
る
機
会
を
与

え
て
あ
げ
る
場
所
で
あ
る
。
大
学
が
生
ま
れ
た
背
景
、
つ
ま

り
十
二
、
三
世
紀
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
を
振
り
返
っ
て
み
る
と
、

大
学
と
は
学
生
と
教
師
の
組
合
と
自
治
に
よ
っ
て
生
ま
れ
た

共
同
体
で
あ
り
、
現
実
の
社
会
と
は
離
れ
た
立
場
か
ら
、
社

会
の
圧
力
を
受
け
な
い
と
こ
ろ
で
、
現
実
を
客
観
的
に
検
討

で
き
る
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
そ

の
場
所
が
あ
ま
り
に
も
自
由
に
な
り
す
ぎ
た
結
果
、
さ
ら
に

そ
の
社
会
的・

政
治
的
な
影
響
が
大
き
く
な
り
す
ぎ
た
結
果
、

大
学
を
壊
そ
う
と
す
る
政
治
の
側
か
ら
の
動
き
が
生
じ
た
。

フ
ラ
ン
ス
を
は
じ
め
と
す
る
欧
州
に
お
け
る
大
学
の
見
直
し

の
中
で
は
、
い
か
に
大
学
を
管
理
す
る
か
が
重
要
な
ポ
イ
ン

ト
に
な
っ
た
。

　

今
日
、
大
学
は
自
ら
の
存
続
の
た
め
に
社
会
を
味
方
に
つ

け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
強
迫
観
念
に
過
度
に
と
り
つ

か
れ
て
い
る
。
と
は
い
え
、
今
日
の
大
き
な
社
会
変
動
の
時

代
に
あ
っ
て
、
大
学
は
い
っ
た
ん
原
点
に
立
ち
返
り
、
む
し

ろ
社
会
の
あ
る
べ
き
姿
を
自
由
に
思
い
描
け
る
場
所
に
な
る

必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

ま
と
め

　

日
本
の
大
学
の
行
方
と
い
う
題
で
こ
の
稿
を
展
開
し
て
き

た
が
、
こ
れ
ほ
ど
人
口
当
た
り
の
大
学
数
や
種
類
、
そ
れ
も

私
立
大
学
が
多
い
国
は
日
本
以
外
に
は
例
が
な
い
。
さ
ま
ざ

ま
な
大
学
が
数
多
く
あ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
確
か
に
量
的
に

は
教
育
の
多
様
性
を
担
保
で
き
る
も
の
の
、
自
分
の
進
学
先

を
選
択
す
る
若
者
の
立
場
に
な
っ
て
考
え
て
み
れ
ば
、
そ
こ

に
は
っ
き
り
と
し
た
質
の
違
い
が
な
い
限
り
は
、
む
し
ろ
混
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乱
を
助
長
す
る
だ
け
の
よ
う
に
も
思
わ
れ
る
。
こ
れ
か
ら
の

日
本
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
大
学
が
自
ら
の
位
置
付
け
と
あ
り

方
を
再
考
し
、
発
信
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
、
そ
う
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
こ
そ
、
グ
ル
ー
バ
ル
化
す
る
世
界
の
中
に
あ
っ

て
存
在
意
義
を
保
つ
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
る
。
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